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１ 研究目的 

 完全非線形一様楕円型方程式の Lp 粘性解の最大値原理に関しては、従来、有界係数に関して研究が

されてきたが非有界係数を扱った研究はなかった。最近、ジョージア工科大学のA. Swiech教授との共

同研究で非有界係数を持った完全非線形一様楕円型方程式の Lp 粘性解の最大値原理に関し重要な成果

を得た。次のステップは非有界係数を持つ完全非線形一様楕円型方程式の Lp 粘性解の弱ハルナック不

等式を導くことであり、それを本研究の目的とする。 
 

２ 研究の進め方 

A. Swiech教授との共同研究として進めた。２００７年１０月に代表者は、ジョージア工科大学にA. 
Swiech氏を訪問し研究打ち合わせをした。以降、メールによる研究打ち合わせにより、研究を推進した。 

 

３ 成果 

方程式が1階微分に関して一次の増大度の場合、その係数が非有界の場合にもLq空間（ただし、q>n、 
nは空間の次元）の場合、及び非斉事項がLp空間（p>p(0)、ただしp(0)はEscauriaza定数）の場合に

弱ハルナック不等式が成り立つ事を示した。弱ハルナック不等式の応用として、Lp粘性解のヘルダー連

続性や、強最大値原理更、非有界領域での最大値原理を得る事に成功した。以上は、Journal of 
Mathematical Society of Japanに「Weak Harnack inequality for fully nonlinear uniformly elliptic 
PDE with unbounded ingredients」, (with A. Swiech)という題で掲載された(2009年)。 
方程式が1階微分に関して一次以上の増大度を持つ場合にも最大値原理が成立する制限下で、弱ハルナ

ック不等式を導いた(一般には最大値原理が成り立たないことは以前の研究で示している)。この研究は

Journal of the Fixed Point Theory and its Applicationsに「Existence of strong solutions of Pucci 
extremal equations with superlinear growth in Du」という題名で掲載が決定されている。 


